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夏休みの おすすめ 図書 
夏休みを迎えるに当たり、季節展示やＰＴＡ新聞などで取り上げた図書をご紹介します。ただし、このページで取り

上げるのは、皆さんに手にとっていただければと思っているもののうちの、ほんの一部でしかありません。直接ご

来館いただいて、書架を巡っていただくのがなによりです。 

 
「くらやみえんのたんけん」 

石川ミツ子／さく 二俣英五郎／え  （福音館書店） 

こども園に残っていたつとむとたくは、先生がいなくなってしまうと、部屋のあかりを

消し、真っ暗になった「くらやみえん」を探検することにした。 
真っ暗な園を探検するなんて、考えただけでワクワクしませんか。親子の読み聞か

せで一緒に「くらやみえん」を探検してみてください。 
雑誌『こどものとも』１９８０年７月号の復刊絵本。            （幼稚園～） 

 

『はじめてよむ童話集 ちょっとこわい話』 

野上 暁 編  （大月書店） 

サユリはとってもこわがり屋です。この前テレビでみたドラキュラが、こわくてたま

りません。それなのに、おにいちゃんは「ドラキュラがでたー」って、サユリをからかう

のです。ある日、突然玄関の戸があいて…。 
「ドラキュラなんかこわくない」（大石真／作）ほか４話収録 （小学校低学年～） 

『ゆうれいレンタル株式会社』 

山田 陽美 作  こぐれ けんたろう 絵  （あすか書房） 

 兄の優真は、体が弱い弟・勇のために、自分のことはいつも後まわし。悲しい思い

をしている優真の前に、弟の勇そっくりのゆうれいジュンが現われて…。 

 一晩百円でゆうれいがレンタルできるなんて素敵じゃありませんか。愉快で、少し

ホロリとするお話です。福島正実記念ＳＦ童話賞大賞作品。 （小学校中学年～） 

 

「きつねものがたり」 
ヨセフ・ラダ  ／さく・え  うちだりさこ／やく  （福音館書店） 
 

森番の家で飼われていた賢いきつねは、人間のことばを覚え、文字を書いたり、しゃべっ

たりできるようになります。やがて、きつねは、「りこうなきつね」になるために出かけていき

ますが……。 
失敗を重ねながらも、賢く成長してゆきます。              （小学校中学年～） 

夏休みのおすすめ図書 （１）  よみもの 
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『テーオバルトの騎士道入門』 

斉藤 洋 作  おぼ まこと 絵  （理論社） 

  
祖父から伯爵位を継ぐことになったテーオバルト。けれど、日頃から読み親しんでいる「騎士

道入門」に影響され、「竜の涙」を手に入れなければ一人前の騎士にはなれないと思い込んでし

まいます。従者ハンスと竜退治の旅に出る主人公ですが……。 その後のユーモラスな展開

は、実際に読んで確かめてください。                       （小学校高学年～） 
 

「小さな可能性」  

マルヨライン・ホフ  著  野坂 悦子  訳   （小学館） 
 
キークのパパは戦場で働く従軍医師です。キークはパパが無事に帰ってくるか心配でなりま

せん。無事に帰ってくる可能性を大きくできればという願いから、キークはある錯覚にとらわれて

しまいます。 
戦争が、人間ひとりひとりの内面を、とりわけ成長の過程にいる子どもたちの心理を、どのよ

うに歪め暗い影を落とすかということを、巧みにえぐり出しています。   （小学校高学年～） 

「光村ライブラリー１５ ガラスの小びん ほか」   （光村図書出版） 
「ガラスの小びん」  阿久  悠  著 

甲子園の土を、小びんに仕舞い大切にしていた父。感情の行き違いから、小びんの中身を捨

ててしまった著者。誇りや自信や、さまざまなもので満たされていた小びん。捨て去ってしまった

ことを叱るのではなく、替わりの何かをつめてくれるように、父は息子に伝えます。 
 「小びんにつめるものは、まだ決められない」と記した生前の著者がつめたものは、残された

作詞の中にあると思えます。                           （小学校高学年～） 
 

『読書の時間に読む本』   西本 鶏介 編   （ポプラ社） 

「レモン」 梶井基次郎  著 
「読む」ことのよろこびのひとつは、「見る」ことにあるのではないでしょうか。著者の視力を通し

て、対象の素晴らしさが伝わってきます。 
『そのレモンの色彩はガチャガチャした色の諧調をひっそりと紡錐形の体の中へ吸収してしまっ

て、カーンと冴え返っていた。』 
 紡錐形にふくれあがった緊張が、一瞬、意識の爆発を誘発します。 
太宰治、阿部昭、新美南吉、三島由紀夫、三浦哲郎など、他の収録も粒揃いです。 
                                                   （中学生～） 

「ある小さなスズメの記憶 人を慰め、愛し、叱った、誇り高きクラレンスの

生涯」  クレア・キップス   著  （文芸春秋） 
第二次世界大戦中のロンドン郊外、著者のキップス夫人はケガを負った子スズメを育て始め

ます。クラレンスと名付けられた飛べないスズメは、爆撃に怯える人々に小さな喜びの光を届け

ていきます。「愛玩動物の物語ではなく、何年にもわたり、人間と鳥との間に培われた親密な友

情の物語である」（著者序文より） ペットとしてではなく、野生動物として細やかに生態を観察し

てゆく著者の愛情が、本文の随所にあふれていて、胸を打たれます。  （中高生～成人） 
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「四谷怪談」 ＊③ 
さとう あきら  文 
岡田 嘉夫   絵 

ポプラ社 

「アンモナイトの夏」 
本木 洋子  文 
高田 三郎  絵 
新日本出版社 

「コーラルの海」 
サイモン・パトック  作 

スティーブン・ランバート 絵 
かけがわ やすこ  訳 

「ウエズレーの国」 
ポール・フライシュマン 作 

ケビン・ホークス 絵  
千葉茂樹  訳  あすなろ書房 
 

「あの夏」 
ガブリエル・バンサン  作   

もり ひさし  訳 
ブックローン出版 

「かまきりのちょん」 
得田 之久  さく／え 
福音館書店  
 

①―「じごくへいった三

人」（第１５回巌谷小波文

芸賞、全国学校図書館

協議会選定図書）、②―

「天人にょうぼう」は、そ

れぞれ「お盆」と「七夕」と

いう夏を彩る年中行事の

由来を取り上げた図書で

す。③―歌舞伎風の作

画が目を引く「四谷怪談」

も ユ ニ ー ク な 一 冊 。 

「雲のてんらん会」 
いせ ひでこ  作 

講談社 

「じごくへいった三人 （行事

むかしむかし・八月」 ＊① 
谷   真介  文 
赤坂 三好  絵 

佼成出版社 
 

「なつのやくそく」 
亀岡 亜希子  作 

文渓堂 
 

「みんなの空 みんなの心」 
パム・ライアン 作 

メアリー・ホワイト 絵 
橋本  和  訳 
エヌ・ティ・エス 

「天人にょうぼう （行事むか

しむかし・七月」 ＊② 
谷  真介  文 
赤坂 三好  絵 

佼成出版社 

「かぶとだ！」 
いけ じゅん太 作絵 

国土社 

「あの夏の日」 ＊④ 
葉  祥明  絵／文 

長崎市 英訳 
自由国民社 

④―「広島」「長崎」「８

月１５日」は、日本にと

って忘れることができ

ない夏の記憶ではない

でしょうか。ソフトなタッ

チが印象的な葉さんの

作画が、あの日を境に

して失われてしまった

ささやかで尊いものの

数々を想起させてくれ

ます。 

夏休みのおすすめ図書 （２）  絵本 
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⑤―少女時代に森の

奥で見つけた小さな巻

貝の化石。「大昔、ここ

が海だったなんて！」

その驚きが、彼女を海

洋生物学の世界へい

ざないました。後年、

自然保護への献身に

よって名を残した科学

者の伝記です。 

「レイチェル」  ＊⑤ 
エイミー・エアリク  文 
ウェンデル・マイナー  絵 
池本佐恵子  訳 

ＢＬ出版 
 

「海べのあさ」 
マックロスキー  文・絵 

石井 桃子  訳 
岩波書店 

「あおいむぎわらぼうし」 
武鹿 悦子  作 
宮本 忠夫  絵 
佼成出版社 

「はなびのよる」 
稲田 俊作・佳子  作／絵 

佼成社出版 

「なつのいけ」 
塩野 米松  文 
村上 康成  絵 

ひかりのくに 
 

「それはすばらしいなつのあるひ」  
新沢 としひこ  詩 

あべ 弘士   絵 
ひかりのくに株式会社  

「うみべのステラ」 
メアリー＝ルイーズ・ゲイ 作 

江国  香織  訳 
光村教育図書 

「川は どこから ながれてくるの」 

＊⑥  トマス＝ロッカー さく 
みのむら まりこ やく 

偕成社 

「こどものとも傑作集 たなばた」 
君島 久子 再話 初島 滋  画 

福音館書店 

「ひがた だいすき！」 
くすだ  ひろこ  作・絵 

西日本新聞社 

「青いヤドカリ」 
村上 康成  作 

徳間書店 

「新版 祇園祭」 
田島 征彦 

童心社 
 

「みさき」 
内田鱗太郎 文 沢田としき 絵 

佼成出版社 

⑥―発刊２７年を

経た現在でも、根

強い人気がありま

す。ニューヨーク・

タイムズ社「１９８

４年度、 もすば

らしいさし絵の児

童書」 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 
 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

 
No 

Image 



 

6 
 

Kashinoki 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
No 

Image 

  

ミニマニストという言葉 があります。表現をシンプルに磨き上げ、作品を生み出

してきた作家たちへの呼称です。邦訳者に紹介されたことで、日本の読者にも広

く知られるようになったカーヴァーですが、彼もそのひとりと見なされています。 
 
息子の誕生日を祝うために、パン屋にケーキを特注する母親。典型的なミドル

クラスの日常が描写されます。ところが、その息子が交通事故に巻き込まれ、一

気に物語は暗転します。パン屋には、息子の名が飾り付けられたケーキが、引き

取り手のないまま放置されます。そして、ふたりきりで帰宅するしかなかった両親

のもとに、ベルが鳴ります。 
 

「あんたのスコッティー。あんたのためにあの子を用意してある」と男の声が

いった。「あの子のこと忘れたのかい？」 
「悪魔！」と彼女は叫んだ。「……どうしてこんな酷いことするの？」 
「あんたスコッティーのこと忘れたのかい？」そして男はガチャンと電話を切

った。 
 
閃くものがあった両親は、深夜、パン屋に車を走らせます。 
 

「何の用だね、いったい？」とパン屋はいった。「ご注文のケーキがほしいの

かね。……そのケーキ作るのには時間もかかったし、金もかかった……」 
……「ケーキをもっと焼いてちょうだい」 
「なあ奥さん、あたしはおまんまを食うために一日十六時間ここで働いている

んだよ。……ここで昼といわず夜といわず働いている」 
 
パン屋の男が、仕事道具ののし棒に手をかけ、一触即発の緊張が走ります。 
 

「子供は死にました。……月曜の朝に車にはねられたんです。死ぬまで、わ

たしたちふたりはずっと子供に付き添っていました。……」彼女は小麦粉の

散った木のテーブルに寄り掛かり、両手で顔を覆った。…… 
 
パン屋の表情が劇的に変化します。数日間ほとんど飲食できていないふたりを

座らせます。「よかったら、あたしが焼いた温かいロールパンを食べてください」 
悲痛と疲労で、惨めに打ちのめされていた両親のうちがわを、焼き立てのパン

の味覚が、ゆっくりと満たしてゆきます。 
 

二人はロールパンを食べ、コーヒーを飲んだ。パン屋はそれを見て喜んだ。

それから彼は話し始めた。パン屋が孤独について、中年期に彼を襲った疑

いの念と無力感について語りはじめた時、ふたりは肯きながらその話を聞い

た。この歳までずっと子供も持たずに生きてくるというものがどれほど寂しい

ものか、……オーブンをいっぱいにしてオーブンを空っぽにしてという、ただ

それだけを繰り返すことが、どういうものかということを……。 
 
和解は成立したのでしょうか……。解釈は、読者に委ねられています。ただ、こ

の後に続く、焼きたてのパンの香りに包まれた夜明けの情景が、数あるカーヴァ

ー作品の中でもひときわ印象に残る作品です。 
 

「レイモンド・カーヴァー傑作選」  

村上 春樹  訳 
中央公論社 

「世界は何回も消滅する」 
レイモンド・カーヴァー他 

青山 南 編・訳 
筑摩書房 

 

「風の歌を聴け」 
村上 春樹 著 

講談社文庫 

レイモンド・カーヴァー 
１９３８～１９８８ 
 
米国の小説家、大学等で文芸創

作の講座を多数担当。著作多数。 
１９７７年、「頼むから静かにしてく

れ」（全米図書賞候補） 
１９８１年、「風呂」（カルロス・フエ

ンテス小説賞） 
１９８３年、短編集「大聖堂」（全米

図書批評家サークル賞候補） 
１９８４年、「大聖堂」（ピュリッツア

ー賞候補）。 

図書館員の本棚（１２） 

「ささやかだけれど、役にたつこと」 
レイモンド・カーヴァー傑作選  他所収  村上 春樹 訳 
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奈良-あすかベンチャークラブ 

図書のご寄贈 （５万円相当） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

（予告）資料展示 

（予告）作品展示 

対面朗読室と郵送

貸出の利用には、所

定の手続が事前に

必要です。該当条件

などの詳細は、直接

お問い合わせくださ

い。 

館内には、対面朗読室、拡大モニター、車椅

子席、点字資料、大活字本を備えています。 

また、身障手帳を所持されている方などには
郵送貸出も行っています。 

東日本大震災に関する図書

を中心に日本経済、原子力発

電所、防災などの図書を展示

します。（貸出可） 
 
 
 
 
期間と場所 ２Ｆ展示コーナー 

 
８月２日（火）～ 

９月２９日（木） 
 

「がれきの中で本当

にあったこと」 
 
産経新聞出版社 
 

◇ 「虫たちのかくれんぼ」       
 

擬態（カモフラージュ） 
…標本と関連資料… 

 
期間と場所  ２Ｆ展示コーナー 
８月２日（火）～９月２９日（木） 
 
虫たちは様々な方法で捕食者から身を守りま

す。そのひとつ、擬態についての展示です。 
 

「カモフラージュの本」 
ルネ・メトレ 絵・他  

岳陽舎 
 

毎年ご協力いただいて

いる奈良-あすかベン

チャークラブの皆さん

が、今年も来館してくだ

さいました。 
寄贈図書資料は、子ど

もたちの学習や楽しみ

に役立てられます。  
（６月２８日 館内で） 

                                           
 
 

図書利用カードの更新手続について 

◇ 手続に必要なもの 
① 図書館利用カード 
② 現住所を確認できるもの（運転免許証や健康保険証など） 
③ 県外の方は、在勤、在学を証明できるもの  

平成２３年４月より、３年ごとに有効期限を定めて、住所等の確認をさせていただいています。更新対象の方には、有

効期限の６０日前から貸出時等にカウンターでお知らせしています。更新をしないと、貸出ができなくなるだけでなく、ホ

ームページや携帯サイトからのログインもできなくなります。 
詳細は、来館時にカードをご提示のうえ、おたずねください。 

◇ 「災害・防災」  
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手づくり絵本教室 
 
 
 
 
日  時  ８月９日（火）・８月１０日（水）  

午後１時～３時 
 
場  所  かしはら万葉ホール 

４Ｆ研修室２ 
 
対  象  市内在住の小・中学生とその 

保護者の方で、２日ともに参 
加可能な方      
※必ず保護者同伴でご参加ください。子どものみの参加はできま

せん。 
 
定  員  親子合せて７０名 ※応募多数の場合は、初参加の方を優先した上

で抽選をおこないます。 
 
参 加 費  無料 
 
持 参 品  えんぴつ、消しゴム、その他絵本にしたい画材（絵の具、色鉛筆、

サインペン、色紙など） ※クレヨンは不可 
 
申 込 法   ７月２４日（日）までに図書館１Ｆカウンターに直接お申し込みください。参 

加の可否は７月２７日（水）に図書館１Ｆ掲示板と図書館ホームページに

告知します。個別のお知らせはおこないませんので、ご自身で上記をご

覧になるか、電話で図書館にお問い合わせください。 
 

     着任挨拶に代えて 
 

植物たちが、慈愛の雨を内に蓄える

梅雨が明けた。水蒸気を含んだ日本独

特の空気感の中で、木々はますます緑

を濃くしてゆく。これから幕が開ける灼熱

の季節への、着実な準備であるかのよう

だ。▼９年ぶりに図書館に戻った。以前

の図書館や館をとりまく状況と現在を比

較すると、その変わり様に息を飲む思い

がする。もしかすると、これからの数年

は、図書館にとって重要な期間となるの

かもしれない。社会教育、生涯学習施設

としての役割と使命に、改めて思いを致

している。 
 
梅雨ににじんで見えるのは 
置かれたままの椅子である。 
私から外れた私の居場所のようでもあ

り 
在ることすらも亡くしてしまった 
風化さ中の骨のようでもある。 
たぶんそれはそこのところで待つしか

ない何かだ。 
去ったあとではけっしてなく 
そこで飛沫をあげて 
誰ともない声がくぐもっているのだ。  
行き届いた囲いのまさにその茂みの

奥で 
滴っても洗われはしない新緑が息吹

いている。 
もはや雨は自らが洗われたいために

降り続くのである。 
だからこそ梅雨のなかでは誰ひとり肩

を反らさない。 
見えてても見えない 
ぬかるむ国の田畑が見えないで 
そこで濡れそぼっている声が見える。 
つくねんとしぶきにはぜながら 
白い椅子が梢の向こうでもやってい

る。   （ 「雨の奥で」 金 時鐘 ）  

 
▼存在することの難しさと厳しさに襟を

正し、関係各位のご鞭撻に謙虚でありた

いと願っている。         （館長） 

 
橿原市立図書館 

〒634-0075 

橿原市小房町１１－５ 

 

TEL: 

0744-29-2121 

 

FAX: 

0744-2１-1011 

 

ｈｔｔｐ： 

//www.ksh-lib.jp/ 
 

 

表紙の写真 

４月２３日は「子ども読書の日」でした。橿原市立図書館でも、橿原文庫連絡会、橿原おはな

しの会、橿原市図書館ボランティアの会のご協力を得て、「親子で楽しむおはなし会」をおこ

ないました。 

「リサイクル館かしはら 作品展」 
 
 

（１）  「差別をなくす強調月間」 
 
期間  ７月３０日（土）まで 
場所  ２Ｆ展示コーナー 
 
（２）  「季節の絵本 夏」 

   「夏休みに読んでほしい本」 
 
期間  ８月３０日（火）まで 
場所  １Ｆ展示コーナー 
 
 

期間  ７月３０日（土）まで 
場所  ２Ｆ展示コーナー 
 

作品展示と資料展示 （現在展示中です） 

絵本作家 金尾 恵子先生を講師に迎

えた教室です。  

 
 


